
独立行政法人福祉医療機構　平成 27 年度社会福祉振興助成事業

共食による住民のつながりと健康支援事業

高齢者だからって
認知症者だからって
決めつけないで。

失敗もあるけれど
手を貸して頂ければ、
やりたいこと、できることは
まだまだたくさんあります。



事業概要
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（ 昨 年 度 来 の 参 加 者 の 分 析 ・ 来 所 時 に 観 察 と 聞 き 取 り を 随 時 行 っ た 。 ）  
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認知症者とその家族を支えるスタッフ養成研修会
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参加者は、どこから、どのように来られるのか
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つながりの輪を広げましょう
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個別支援のために
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④「折り紙 Ａ ･トールペイント Ｂ ・粘土 Ｃ ・香袋 Ｄ ・
リース Ｅ ･マグネット Ｆ 等のものづくり活動」

⑤「コーヒータイム」

A1  

B2  
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C2 
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 D2
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F1

 
F2

 

上記の６つの活動と他に合唱を取り混
ぜ、定期的に月 回実施した。トールペイ
ントと陶芸は、この活動を目的に参加す
る方がいるほどの人気になってきている。
いずれの活動も ～ 時間の活動になる

が、集中している姿に「健康」を実感す
る。活動中には、 本物の笹に七夕飾り
ができて嬉しい 折り紙 、 年ぶりに
絵筆をもった トールペイント 、 はじ
めて作った 陶芸 、 針を持つなんて妻
が天国で笑っているだろう 香袋 等の声
が聞かれた。また、成果物を家に持ち帰
り、 友人に折り紙を教えてあげた、
孫が額に入れてくれて、自分の作品で

はないみたいだ、 花びんは妻 仏壇 に
プレゼントした、 香袋は「くつの中
に」と言われたが、下駄箱の上に飾って
おいたら娘が来てびっくりされた、 苽
（まこも）を食べたことも話をしたら…
となりの人が懐かしがっていた、等。
成果物 作品 は参加者自身の楽しみば

かりでなく、家族や友人に自慢話をした
り、教えたりと、コミュニケーションを
高め、つながりを強化していた。

コーヒータイムは、つながりの輪を広げるためにオープンカフェでサービスと
して提供した。その際、参加者は、食後にコーヒーを飲みながら、一段と話がは
ずんでいる様子だった。この状況を踏まえて、オープンカフェ以降の土曜日に
コーヒーを飲みながら「会話」の時間として活動を開始した。何回かに渡って
名の参加者にアンケートをした結果、食後の１杯は格別おいしい、コーヒーがあ
ると話しがはずむ等の意見が多く出され、 回、コーヒータイムの活動をした。
高齢者も緑茶ばかりでなく、コーヒーも大好きだったことが判明。コーヒーを味
わいながら、思う存分“おしゃべり”できる一時を提供できた。

B1
 

活動の様子 作品・成果物 
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